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改箪政策下の「'１国l農村

一農村経済の変動と「村千部｣－

Chineseruralsocietyunderthepost-1978reforms

Ｆ１']裕子

Ｙｉ４ｋｏＭｉ〃CＬｍｉ
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答えることはできｵにい･fMAi6iWjl･は，村落'1袷と言う視

点からのこの'１１１鼬へのアプローチを考えている。すなわ

ち，村落の持つl'<|家政策の受(十１mとしての側ｌｎｊと，独自

の地域発展及び地域lIIil｛丁の|Ｈ１題の解決機織としての側面

について，それらがＩｌＩＩＦｌの磯村ではいかに行われている

のかを，実証的に明らかにすることを通して中国の村落

の性格について考えていきたいのである。そして，制度

的・組織的枠組の111解とｌｉＩ時に，村落の意志決定過程・

村落運営過稗における関与者（勢ﾉﾉﾊ担い手の形成，そ

の樅）Jの源泉と門った点の解[ﾘ1をこの研究の取I)掛かり

と’たい。本Nilよそのための丁lill的考察として位置付け

られ，’し休的には，１１)７８ｲﾄﾞの改iYf政策下の今１１の農村に

ついて肌腱村継済の変助が「村干HIl」へ及ぼした影響を

テーマにして以下の'''1Jに繊諭を腱'１|Ｉする。

輔一に，ｌ()78iliI1脚の改jYd政雛が腿村で'よどのように

１４１%Iされたのか，その喫点を把|ＡＩする｡けくいで第二には，

そｵ,により引き,起こされた腿lilからの人、移jMj，農家経

↑;Ｉの指|(,j性の分化を取')」げる｡確かに地域によりその

様態にかなりの遮いが''１［ているのではあるが，ここで

'よｌｌ１ｌＩＪの研究溜による既ｲｿﾞ研究を利用し，マクロな傾向

１．はじめに

中国腱村と言えば，ｌ【)６０，７()il旦代には人民公社が語ら

れ，そこでは高度に4sln化，枕IllUされた生産・(tiiWを送

る（強いられている）鰹民の婆が強烈にイメージされ

た。そして今｢'は，改雌開放政策により生じた郷鎮企業

と呼ばれる農村工業の発腱や更には汽流と呼ばれる農村

から都rliへの犬１AのJlH合法な人１１流鋤といった中国農村

の新たな姿が，中１５KⅡＷＷＦの１１１１での匙たらず，一般にも

nK<活字や映像によって伝えられ性１１されている｡

このような中で，4Ｗfの[測心は,緬絢に組み込まねば

ならないのではあるが，これら人l]移助や郷鎖企雌その

ものではない。中[,ilの卜lとは↑Iなのか！即ち中１１１村落の

社会的「|;格を説[ﾘ]することにある。こ》'は，鮒２次世界

大戦iiil後そして’952年から７！)H1：までのIl1lKMxll4での

社会学Ⅲ｜】断の後復活したここ十jl4あまりの１１本の'''１劃磯

村研究において，-11Iして取り細主ｊ１ｌながら未だ十分に

解明されたと'よ言えない,;''1題なのである。しかＬ，この

場でこの大きな探題に答えようというのではなく，また

そｊ１をｉｉうだ(ナの災,征(Iりなii1(JhJlMAもTl§だ不十分であり



社会学研究科紀要第３４号１９９２6０

を把握したい。そして第三には，ｕＬのような農村の経

済活動の形態・内秤の変化がこれまで村の政治・経済に

統ｉｌｊ１Ｉﾉjをｲ1.して来た|村1ﾕﾊﾞ11」(本,;iIli文では後述する村1(&

委員会の各委員と党支部の委員を指す）の村落運営に及

ぼした影懇について考察を行う。しかしこの点について

は，筆者が実際に聞き取りに入った村や文献を通してそ

の実態の一片を理解することのできた腿村をもとに鋼,ili

を展開しているのであり，広大で多Ｉｉ１Ｑな中国農村の一Mｊ

を論じることができるに過ぎないということをあらかじ

め限界として指摘しておく｣）

っ土。更に，報酬の分配の原則は，労働に応じる「按労

分lid」と｢;うやり刀が規定されてはいたのだが，結局は

けI1liIの質・扇:は'111われずllIjil111数だけが労Mill点数を決定

するものとなった｡「大釜の飯を食う」というこの有名な

フレーズは人民公社時代の平均主義そしてそこから生じ

るI1lll角の社員の労働意欲の低下を表現するのに用いられ

たのである。

腱民はｗ集団（災質的に(よｆ部）がそのコミュニティ

|ﾉlのあらゆる資源の使用を支配している状況下であった

ため，人１６公社から離脱して''且i,Iiすることはｲ:lil能であ

った。又，１９５８ｲﾄﾞの「中華人民共和ITJ戸籍登記条例」の

IIjll定により，農民は農村にliF1定されることが決定的とな

り，部Tijへの目Ijlな流動も不可能であった，

(2)農村経済改革の進展

１９７６年の文化大球命の終了により「階級闘乍」の時代

}よ終わりを告げ．「４つの現代化（農業・工業・国防・科

学技術)」の時代へと国家方針が転換した。」]d在改革開

放政策と言われているものの起点は，1978年のｉｌＩ国共産

党ｌｌｌＵｌ３中全会にある。この会縦において，農業に関

して言えば，農業生産力発展のための２５項１１の政策が

うちだされた。その主な内容は，“と,'のイデオロギーの

彫騨を強く受けたﾆｵlまでの平均主筏的な労l1M1鞭酬の分

ｎｌｌの克服，同じ理''１でその仔在がlli当なものとされてい

なかった自留地（災団で耕作する土地とは別に個人に分

配され[1己の裁量で耕作できるとされた土地）や家庭副

脳，r1111ili場を|(|:会l堅義経済をlIlii完するものであるとし

て蝿めることであった。これにより生産量（ノルマ）と

述』助させて報酬分配を行う各繩の生産責任制が，徐々に

各地で腱DMされていった。だが同時にその貴任ﾙﾘが，各

腿家の全生産過程におけるiiI1iけ負い化となることに対し

ては，社会主義経済に反するものではないのかという懸

念も生まれ，論争が続き，中央レヴェルでの判断も留保

されていた。１９８２イド］２月に中共中央から出された「当

1ｍの艇村政策に関する諸問題」において，人民公社体制

の改変の一つとして，ようやく各種の生産責任制が認め

られ，とりわけ「包ｆ到戸」と言う農家経営請負制の実

ｉｊがうたわれた｡2）これによりⅢ全国的lこ「包干到戸」

が忽速に広まり，HLlGの生産への欄11,M=が刺激され，農

雄生産の急成長をもたらしたことは言うまでもない｡尚，

ここで'11時に打ち出された人民公社改変策のもう一つで

ある政社分離については，次項で述べる。

股家経欝の変化と共に農村経済改雌として1mに，農村

への市場メカニズムの導入，産業構造の転換を説明する

必要がある。

2．改革政策の開始と人民公社の解体

(1)人民公社における農村生活

1978ｲﾄﾞ以降の改iM:政簸下の今ⅡのUlllを論じるｉｉｉにⅢ

それuiilの人民公社体制下の農村について，生産活動の

ありかたｗｋ端でのリーダーシップをＩＩｊ心にまとめてお

こう。

人民公ｉｌ:は政社合一の組織と訂われそれは党（政

臘）・行政・経済の各機柵が一体化している組織である

ことを意味した。そして農・工・商・教育・軍1hF等の機

能を総合的に有する組織であることが求められた。人民

公社は三級所有制で，公社一生産大隊－２k産隊の三つの

レヴニルに分かｵ［たｃ人災公社は平均で２９００J:｢，13()００

人程度でほぼ現在の郷の範ＩＨＩに相)llする。その~ﾄﾞの化雌

大隊は全111平均で２２０戸，９８０人で，躯北では「自然材」

とほぼ一致し，iihil櫛で|;[幾つかの「''１然村」により|川成

された。雌末端の生産隊は平均３３爪１４５人裡度であ

った。雄よ的にはＨＭｉの行政付はもとの生産大隊で，村

民小組は!|{産隊である。

各レヴェルで実櫓をlﾙﾒる(ﾉ〕は共産党であり，彼らを''’

心とする人1も公社の各1部（組織の指導者いわゆる役11

を指す）の有する樋限・権力は非常に大きい。集団の財

産の管H11を行い，各１(Ｍ１の妊日の労Millを割り)l↑てること

が彼らの任紡だったからである。そして彼らの一番の|Ｍ１

心は，上級から下りて来る生産ノルマを始めとする各指

令の達成にあった。また，千部は政治運動と連動させる

ことにより社員を動側することができ,農田の基本建設，

水利・jiil1li］事等をjuiめ，そ|しが逆に腿業遂行の隙ｗと

なることもあった。一般の農民の側から見れば，Ｈ１や畑

で何を楠えどのように労働するかということ}よ，自分で

は決められないことであり，時には地域の条件に合わな

い作物をも級培せねばならず，ノルマ達成のために1M<り

立てられていたということである。つまり生j篭過程にお

いて農民はなんら自主性・創意工夫を発揮する場はなか
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渋ｌ農村労働者の内訳

（単位：人．カッコ内は柵成比で％）

市場メカニズムの導入に関しては，艇産物の政府統一

買い付けIlill度の改革が行われた。まず，政府買い付け(ｌＩｌｉ

格がり|き上げられ，超過達成分のⅢi格は更に５０％」二乗

せされることになったｃ次に，買い付け指定品Ⅱが減ら

され，ilj場の需給の調節作用にゆだねる,Ili11目を徐々に噸

やした。８１年には８(ililiであった'ｉｆいｲlけ指定１１，１１,'1が，

８４年には１２種へと激減した。そして，８５年にｆｋ統一

買い付け制度の廃止が行われた。淵０１食作物・綿花につい

ては「令liij定購」というノノ法が採らｵL，極蒔き時にlkl家

が農家と契約を結び，その契約分を一定の価格でlkl家が

買い取ることとなった（この時のIllli格はやはり市塒伽絡

よりは低い)。

これにより農民は｢111}に１１己のlUi産物を処分できるよ

うになり，またそｊｌに応じて農産物流jIn系統！法ilill腱に

も改革がなされた。］:なｲ』のを挙げれば，「供鏑合作i(|:」

(購買販売協同組合）の改革,農村・部１１Jでの定期iljによ

る商IY,取引（自由Tti期）の発展，柵11iの農副産,１W,卸しり５

１)市場の建設，農民が流通領域に入るための法的ＷＫＭｉ

(農民が村を離れ遠隔地で産品の版ｹﾋﾞを行うことが許さ

れるようになった）がある。

また生廠される農産物１１体にも変化がfｔじた川改ＩＩｉ:11

前は「以根為主」（WIljr作物を主とする）の方針が採ら

れ，主とするどころか全国的にそれが全てと言った状況

であった。これに対し，柵食作物のｒ｛よ抜かないが経済

作物を奥に発展させるﾌﾟﾉ向が打ち|}|さｲ'た□そ[て次に

栽培業・林業・牧畜業・副業・漁業と言う広義のIML猫の

全面的発展が提唱され，各地でその地域の自然環境・資

源を有効利用した農業構造への転換が可能になった。

産業柵造の転換については，次節でも農家経営のll11fi］

の多様化に関連して紬［ることになるので，ここでは全

体的な傾向を数字で把握しておく゜炎］の農村の労働者

の就業の内訳を見ると，第１次産業従事者は依然として

第１次産業’第２次産茎'第3次産業
2億7488万（89.7)’1964万（6.4） 1186万（3.9）

年
一
年
一
年
一
年

ね
一
鯛
一
出
一
列

旧
一
四
一
四
一
四

1679万（8.7）3億0350万(79.2）

3億1456万(78.5）

2651万(12.2）

隠鬮
4939万(12.3）

3億3336万（79.4） 4752万(11.3）

lll所）｜中国統局|年鑑11990年，Ｉ)．１２９．

約８()％を占めているが，７８ｉｆと比較すｵlぱその11;'１合は

10％減少している。工業・雌築確の第２次産堆は，７８

ｲ|;から９０年までで約２．４倍｣伽ⅡＬている。この１２年

lIIlに艇村ではl1Il72刀人の労ＩｌＩ１ｊ識が増加したが，そのう

tルルｌｌＬ業に就業Ｌたのは５５２４ノノ人で，全新規就業者の

48.6％にあたる。そして表２の腱村社会総廠I(〔及びそ

のﾊﾙ<からも，腿付における｣|身腱雌の拡大を↓,lることが

できる。農業の比ＩＦ(の減少そ［てそｵＩに代わっての農村

1紫の伸びが特徴的である。

この農村Ｔ:業（郷鎮企業と荷われる）について税明を

｣)|lえておこう『，艇村では1071）(１２代には農村`労働力の過

剰が深刻化していたという背ｊｌＭ)あり，７８イドの11期

３''１全会でば農村1:業発展のための政策・ＨＷｆが提起さ

れて:|；り，それは７１）年の国務院「社隊企業を発展する

ことに関する蒜1:の|Ⅱ]題の規定」Ｉこよ')更に}し体化され

た。その後，８１イドの''１災中央と|'('勝院による「社隊企業

の新A１>Iniを開くことに関する農牧漁業部の柵告」（L｣(下

｢磯牧漁業部の報告｣）を契機として農村工業に対する国

家政Wrは転換したし，これ以前は，腱村工業という言葉が

Iriしていたもの“人民公社時代に建てられた社隊企業

（公社・隊営企業）であり，その性格について(，「三奉

仕」であることが規定されていたく,「三奉仕」とは社隊企

友２腱卜|社会総生産額及びそのllIW11C (単位：億ﾉC・カッコlﾉlは構成比で％）

農村社会総生産額Ｉ農業 典村工業｜lHL村建築業｜農村運輸業 農村商業飲食業

2792.12

(100）

１９２２．６０

（68.9）

５４３．９６

(１９．５）

１７９．９７

（6.4）

４７．１４

(1.7）

９８．４５

(3.5）

4123.78

(100）

2750.00

（６６．７）

5865.27

（46.8）

7662.09

（46.1）

８２６．４９

（20.0）

４７８１．１６

（38.1）

３２０．８８

（7.8）

８２．６３

（2.0）

４３４．４４

（3.5）

１４３．７８

（3.5）

５５８．４９

（4.5）

６７９．３０

（4.1）

８９５．３３

（7.1）

１２５３４．６９

（100）

981J

９７８．４７

（5.9）

１６６１９．２１

（100）

6719.73

（40.4）

５７９．６２

（3.5）

出所）「中国農村４０年』１９８９年，ｐ、145,『中国農村統計年鑑」1990年，ｐ、４５．
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業が農業生産に，現地人氏の生i1Iiにそして大工業と*ilill1

に奉仕するということであった。つＴｌさり原料やエネルギ

ーにおいて都市の大工菜との競合により，それらの化産

に影響を及ぼさぬようにと注意が|AIけられた。この「腱

牧漁業部の縦〈!｢」以降，まずﾈ|:隊企災は郷鎮企業にその

呼称を変えられ，そして腱村戸薪をｲIする人が都市や磯

村で経営する全ての企業がこの郷鈍企業に含まれること

になった。８０年代以降のllil人や数戸の迎合経営によるＩＮＴ

工業の増加がこの背l;(にあり，これらの｣|:社隊企雅も合

法的な地位が認められ政簸の対象となったのである。

そして更に重要なことには，「農牧漁業部の報告」ては

｢三奉仕」が徹廃され，郷鎮企業はllil営企業と平等な扱

いを受けることになった。次いで８５年の「腿村経済の

一層の活性化に関する１０の政策」では，技術水瀧の引

き上げ等の郷鎮企業助成策も挙げられていた。その後経

済引き締め政策の打螺を受けたりはＬながらも，今l]ま

で生産額は増加を続けた。

(3)基層管理体制の変革一人民公社の解体

人民公社の農村管FI1体制は，（|皇産１１〔任ilillの導入を始め

とする一連の農村経済改IVi:|こ対応できる()のではなく，

新たな磯村基層組織の形成が進めらｵ'た。1982ｲﾄﾞにiljll定

されﾌﾟこ新憲法では，人民公社の政社分離（行政組織と経

済組織の分離）を行い，独立した郷蚊政権機llMiを設|腿す

るように規定されていた。そして村ルルヴェルについて

は山村氏委員会というjlU徴の大衆の｢I治組織を設立する

ことが提起された。ここで言う大衆の'1治組織とは，共

産党指導下ではあるが，凶や地方(l治体の派出機構では

なく，その一定の居住区に住む人々がI］らを教育・管理

し，自らに奉仕する組織という意味である。

１９８３年１０月に中共中央・国務院より「政社分離を実

行し郷政府を設立することに関する通知」が出され，８５

年位までに'よ全国で人民公社の解体が終了し，郷または

鎮政府が設立された。一方，村民委fI会については，各

地でのテストケースをWiみ上げてから法制化するという

方法を採り，「中華人民共和国村民委側会組織法（試行)」

が発布されたのは８７イドのｌ１ｊ１であった。この「組織

法」によｵ【ぱ，村比委ti会の主な{Ｍﾘとして，ｌ）公｣Ｍ１’

業・公的]1i務の実施，２)村民Ｉ１ｌｌの棟め蝋の調停，村民を

団結させ各家庭を円iIMiにする，３）治安・秩序の維持，４）

社会12施文I]Ⅱ建設のII4llIIⅢ５）人民政1(lと一般村民の'11］

の紐帯になる，村民の恵見や要求を反映させるべく人民

政府へ建議する，の５つが規定されている。以上の任務

を遂行するために村民委員会には主|［１名，副主任1～２

名そして若干の委貝がおかｵ'ろ｡3）

３．農村社会の変動

(1)農村余剰労働力と地域移動

これまで，中国腱民を１１己の生まれた土地に縛り付け

ていたのは，「1M：災（ＩＩＬ付)」と「ＪＭ４業（都ilT)」戸籍の

'４２別に基づく戸ｊＷＷｆｌｌｌ１伽'１度であり，更に人民公ﾈ|:がその

ための装置として機能した。腿災戸篤の者には都市定

住・就紫の権利が認められて瀦らず，よって中''３|では他

の節311tyiLで起きているようなﾉ<illilJへの爆発IＷな人口

集中を防ぐことはできた。更に，非艇業（都市）戸籍を

有する都市民のみが，１１己の所属するili位（職場）を通

じて食樋・燃料・仇宅・教育・瞬療・社会保障等の各社

会｣'三i円ＩＭＩ域においてlltl家からの保i鯉・優待を享受するこ

とができるようになっている｡‘）

しかし，１９９０年の時点で農村の余剰労働力は２．６億

人に達していたと推定されているように，人民公社体制

下で|楓蔽されていた過剰労働力がその解体によって，余

剰労働力として表面に'11ることになった｡5）

現在，労働力吸収のために存在するのは４つの方法で

ある『,農村からMJTIjへの移勁による吸収と腿村セクター

|ﾉlで'ﾉ)吸収に２分できる｡'１）

艇材から都Tl『への移lli11は，戸鯖もﾉﾄﾞ農業に変わるもの

と，戸繍は農民のままのものとがある。戸籍の変更をと

もなう労働力移助はJ|:常に雌しい・邪ilJにある采団所有

術'1企業への正式な11ＭＩＬｉ・労働者としての就職，腿村出身

の大学・専門学校卒業/|皇（彼らは在学中は非農業戸籍と

なっていた）及び農村出身の復しＷ(人の就職口が都市に

分配されることがその方法である。データは古いのであ

るが，１９７９年から８６ｲ'２の'''１}こ'よこのような戸蒋の変更

を伴う移動は年平均で１．０万人狸度でしかなかった。一

方，戸籍の変災を伴わないliljTIjへの移動は,具体的には，

パートタイム労働背や建築労働苫として，また各種サー

ビス雅従71｢者（木材l川I二，j1ilt縦，｜|参lW1，家政lIil・子守り

等）として－定期''Ⅲ部１１Jセクターで就業するというよう

な形がある。このタイプの移動は，１９７９年から８６年の

間で１kｲ12平均１３(ＩＣノノ人程度と「了われている（以上の数

値は朱’1988：３１)。故illl:により彼らは自己の経済活動に

対してＨ主性を取り)）』した（｣二からの管理から〔1由にな

った）のであり，力Ⅱえて｢l111TlJ場の形成が食柵切符等の

単位からの保障のXにい人llMにlMllilJで0)生iiliを可能にさ

せたし）

磯村セクター内での吸収は,「離土不離郷」と言われる

ものである。この｢T雌の意味は，土＝農業労働からは離

れるが，郷＝現在〃}化しているIl1L村からは離れないとい
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うことである。すなわち膿村で節２．３次産業従illrへ砿

向して行くのであるＭＩＬ材での第２．３次産業の'|]心地

は，大Ｉｌｌ都市と農村の｢l1lH1に位置する'1,城鎮である。こ

の小城錘は，前述の郷鎮企業等で農村l]身の工業化によ

り形成された地域であり，大中部TlIへ111k村人１１が流入す

る一歩手前でそれらを吸収している。

小城鎖へ通勤する付近の村の農民がいる一方で，定(1首

を始める腱民も現れた。人民公社の解体そしてIjlIには

1984年の|[il務院による「集鎮に戸総を移す問題について

の通知」の公布が定住指向の人口流助を促した。この』、

知により，県城（県政府所在地）以下の集鎮へ戸鰭を移

して定住することが認められるようになったのである。

戸籍の移'|咳が許可さｵ【た者には，『|'ljll1lI柵戸総i怖(lfI家

飯米rl己貨任戸籍糠)』が発給ざｌ１，腿業ﾘｺﾞ籍とIよ'又:別さ

れ非農業人口に算入される。しかし，この自家飯米F1己

責任という言葉からも解るように，この新しい定住音速

は，Ｊ'二鰻粥戸籍をもつ住leとは異なり，食撮・イJ炭・'1111

食6A等の配給切符を受けることばできないという条件付

きで農村からの移動を許可されたのであった。

以上のように，」1M制が緩くなったとは言え，戸職ilill度

による都市農村の二元''１ﾘ社会織造|よ｣M在も存{ｌＬ，１１k民

の地域移動は制限され，彼らばｌｉｌ己の生まれ育った村を

ベースとして社会ﾉﾋ沼を営むこととなる。

(2)農家経営の多様化

こ》'まで論じてきたような政illl,:政雛による－迦のUIL此

の変化，末端での農民管理体制の変化により，以前人民

公社の'１１で画一的な経済活動を営んでいた各農民が，そ

れぞれの１Jする技術，能か体ﾉﾉ，安金〆社会関係糠を

利用して多様化した(|ﾘ膿活動を腱|)Ｉするようになった。

この現状に対して陸学芸は農民が８つの異なる利益典求

をもつ階層に分化したとして整理を行っている（陸

[1989])。ここでは分析i1t位が農民であるが，農村･での経

済生活の堆本ili位はやはり家庭であって，自分自身又は

家族の誰かが行う農業が底辺にあり史に非農化する家族

成員を有して，全体としての家庭経営が存在していると

言えよう、腱業十αのαが多様化しているのであり，そ

れを階川分化としてとらえてよいのかまだ検討が必ｉｊＺに

も思われる。ただこのようにして生じた農家経営の脂向

性の多様化により，地域的}こ更には一つの村の中でも生

活水雌やそれぞれのもつ利害関係，｜Rl心が異なる114球が

存在してきたことは，今１１の中|上|腿村を特徴付けること

である。以下，陸の盤FMに従って今１１の農村に見られる

就業形態を説明しよう。

)①「農業労働者」

維済iili動の''１心が腿業にある人々であるが，この農業

労Mill荷にも４つのタイプがある。

ｌ）「農業専業ノリや「承包大戸」と呼ばれる人達であ

る。彼らは生産に必要な農業機械，資金，労働力を有し

てｵざり，経営耕地i｢[耐iも大きく，’１１林阯果樹liiil，池（養

殖）等の生産請負を行っている。「W〔業戸」は改'111i:の進嵯

に遮れて生じたものであるが，その規定についてまだ全

国的に統一されたものが確立されていないようである。

山家｣,Ｗ三局の標iIlliを一応のl]亥とすると以一｢のようにな

る。その特定の業､！（腿業ならば４１F定の商,ｌｉｉ１,作物）に従

羽する１１$間が総労働時間の６０％以上，収入は総収入の

O()％ｕ上で地元農家収入の２倍ｕ｣二か－人当たりの生産

物クビリ渡し額が７００几以上，ｊＪ雄生産物の棚,liiII化串が

8()％以上（食樋ljj柴)二jは６０％以｣三）の農家であるｑ専

業戸は農業以外に，後述するように商業，運輸，建築等

の多業種にわたっている。

２）比較的嵐iVi:な挫業労lf1rfiol)の腱家程ではないが

避業生産の各条件が峡っている。彼らは農閑IUlに非農業

の|k菜を行うことにより所得の史なる上昇を図ってい

る,１

３）「ili飽型鯉推労'1111台｣。これは衣食には｣li:妃りる状

態に逃した農比を怠味する。更なる生産規模の肱大や，

土地生産性向上の余ﾉJはなく，政雄や自然状況の影響を

受け物い゜兼業の機会に恵まれていない。

４）貧困農家。一般に国|人Iの絲済発展途上地域に見ら

れ，IL1然環境に恵まれず農業そのものの生産ﾉjが低く，

また非農業の就業機会もない。その他，家庭の''1情で家

訓を支える労働力の欠如によっても，貧困農家が発生す

る｡

②｜腱民Ｌ」

戸繍は農業戸籍のまま工場，商店，鉱山で通年で働く

腱凪のことを言う。従って'可じように工場企業労働者で

ありながらⅢ部ilTの兀場企業のI[式な従業員が享受して

いるような食糊・社会保障等の各種待遇を受Iナることは

ないのである。「農民工」には，都市（小城鋏も含む）で

就堆-1-る者と凪いで付近の村や城鎮の職場で１１Wく者とが

ある,前者の場合，従事している仕’ＩＦはその｣1地の労働

者がいやがるような汚く，危険で，疲労度の向いものに

なることが多い心又，パートタイム労働者としての雇用

であるため，企業の経営状態の怨化の|祭にまず衝を切ら

》uてしまうというイ《安定な状況にある。都i1jに１１|に「農

民工」とその出身村の関係Iよいかなるものであるのか。

これについては今後個別的な鋼192が必要であるが,｢農民

工」の上述UI)ような条ｲﾉ|:では，lll身村に住宅やｊｌ２産責任
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はまだ充分でないｃまた，地域|こよってそれぞれの占め

る11ｉｌｌｆｒは災なっていることに｜)注Jui;しなげｵ【ぱならな

いＪ

リ〔にこのような就某形態の迎いは１１k家iH1の収入格差を

もたらしている，一例を挙げCz入ると，江藤行UL木沈鋲

ﾉﾐllill（35())T）では，1988Ｗ)村民一人当たりの収入

ｌｊ：ｌ()２０元（全ｌＫｌＷﾑﾉは５`14.1）I元）であったが，７３戸

がその平均の２倍を越えた。これらはllAl人経営の運輸業

者,：(さ｢工の剃刀，村徴]二場をiiiliけＪ１っている］:場｣そ，キ

ノコのＷ:業戸，１１１人維営の商人といった人為である。う

ちiiii三者は刀元以｣:の収入を『(}ているという。その一方

で卜|の約１０％(､UIL家は，－人当たりの収入が４５０元以

下で「iT困戸」と区分されている（典［1989：‘131)。

社会学研究科紀要６４

制導入時に分配された土地の使)i]権を本人は耕|'Fしない

Iこしても手放さずにいるということはよく言われてい

る。であるとすJILぱその二'二地をiiiiiがⅡ|作しているのであ

ろうか。後者のjiiiいの「雌民工」のj9台“農推が(H1染

となっている。

③「雁工」

ｌ〔金ﾂ)l1Iill者のことであめ．②の「】１MJ乃二|弓」が郷や鋲の

集団所有11;I|・国徴企業で働くの'こ対し，「雁工」は私営や

(１A１人綴撒の工場企業でMiIく。労Illlrillfの椛利保謹は｢1m{工」

の力が４〈十分であると商わＪ１しる。彼らは，生産iiliijイピし

た土地:Ijよびそのための生産手段をｲｲしている、

④「災災知識分子」

農村で教育・科学技術・医療・文化・笈術に従Ｊ１iする

人々のことを折す。ここにも，lTilじ化１１でありながら

｢腱業)二J脇」と「ｊＭＬ業戸↑(」による待遇の簾が生じてい

る。

⑤「ＩｌＭ人経営労Ｍ１ＩＩ巻｣，「服|人経徴Mi工某者」

iii述の「専業戸」のケら非農業の「jJl〔柴)二丁」のことで，

|:1己の持つ技術・経営能力・生産手段・溢金を利川し

て，小ﾉﾄﾞ1の工・商・サービス業を行う⑪７人ｕ-1,の従業

員を雁川している場合「'1M人経営iiii工莱者」となる`，ま

た，「W:雛『『」同士が述合ﾘｰることにより，経営のｆｒＩＩＩｌ化

や経営ilflU11の砿大をlKlるということもなされている。こ

の他，ｆＴ金・技術・設llli・仕入れ販売ルート濠で－１とを

有する省が共同しての]葛商業経営()ある。

⑪「私営企業王」

；雄木的仁にk⑤と同じなのであるが,「;|W徴企業二１丁」のl｣｝

合８人以上の従業貝を抱えることiこなり規模が拡大す

る。''４家・地方行政府の1T]１１１.微悦も厳しくなるが，そ

の一方で後述するように地域に対-ﾘｰる'１”#刀を持つよう

になるｕ

⑦「郷凱企業管理者」

「経Jll」・工場j芝・王水幟埋部|M1の符lll1liMi・酬入１１M売人

風といった経営椎・決箙Wiiを有している人を指1-,，これ

らの人冷が，郷や村の行政指導lこii:〔接従Ｉ1$し，郷や|:;lの

下部と慌接な関係をｲjしている場合と|:I主性の商い｣坊合

とがある。

③「UM：村艀理者」

郷・鋲や付のjli産党組織，行政機峡1のjk隔二'二ＩＮＩを脂

す□村のレヴェルの千Allは，手当は支給されるが]｣卜雌で

行っているので(よなく，｜:;|の千iiIlを勝ivjたが'２，そJllぞれ

農業その他の経符活助を営んでいる。

以上８つの就業形態}二分類されたのであるが，』し体的

iこそれぞｌＬが抱える利瞥関係や問題関心についての繊諭

４．改革政策と「村千部」

ここまで述べて来たような挫政のそして村淵の個為の

成しlの経済活勅のあり方の変化は，村という地域社会に

いかなる彫iMlをjillき起こしﾌﾟこのであろうか。本節では経

済的な喫囚により生じた「村'二rlli」の役驚'１.村民への彩

概力の変化にAli点を絞って｢Miiじる。その際，この膨響刀

とは，村の二１部がアイj-j-ろ村落レヴェルでの意忠決定lこ'孔]

す為１１|;緋か村lﾉlの人的・社会的fMiiの動負刀を主に指

す《)のとして考えている。腿家経営が多様化した地域で

は，二１２地のiIlIIi1や卜|の財政について利害関係も幽雑化す

るように想われ，そのような状況下での「村1千１１１」の調

蝋能力や’村全体の|(|:会発腿への統率力と言ったものが

想定されよう。しかしながらこのようなテーマについて

のﾘﾐ証的なi1B1ffはllfi'『研究並びに自分[l身でＭ可十分な

こと“うり，ここでは今後にlillけて仮説的に論じIうれる

|ことどまる。

改111[以前の「村二'二部」（当時は人民公社の生産隊,生産

大隊の千部であった）についてlＭ１念型的に説Uけるなら

ば，１iii述のように，１２級から付(Jさｵした権力によって，

村民の生産活1Iilﾉ及びその他の社会生iiliにｌＨＥＩ与・統制を力Ⅱ

えるイドができ，村Iﾉlの権力は「村二'二部」|こ－元｢Ｍｊに存在

していたというJIFになろう。そし。Ｗ'二の「村千部」に

ついては，対照的な二つのパターンの存在を脂嫡できる

のではないかと考えZ,。

施一に，腱村経済において作ｊＩＳ団所有制の商工業が主

流にｆにっ-くいる地域においてその地(ｉｆ・影響力が相対化

しているペターンが)itげらjlLよう⑫｢村千部」に一元｢19で

あ－，にW1ﾘＪＩｌｌ；造の多元化である。「|:;1千部」|,よ’各腔家へ

ﾙﾙ｣山を分配し，またⅡ'二脚等の利llitの多い請け負いの農家

を決定し，国家買い付け分のf[１１i(の徴収を任務とする点
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でば，農家の利害と関わって来る部分もある。しかし件

農家の収入の主lliIllとなるJ卜腱案の絲済活動については，

｢村千部｣による援助・指導・統制と言ったものは今日ぼ

とんど存在しない。農民は村の公的な機関に頼るのでは

なく，自分の刀で就職、を探したり商工業を始めるので

ある。無論その際に(よ仙人の力では|眼界があ')，」11縁や

友人関係と言った相互依存のネットワークが存分に利111

される。これにより資金や技術を調達し，人脈を広げ|Ｗ

報を収燃し更には市場経済に参入するルートのＩＭＩ拓屯で

きるのであり，またそれに伴うリスクに対する保障も確

保されるのである。一例として111西満の農村五百声調庇

の結果を紹介すると,「腱家経営においてどこから援助を

得ているか」及び「共'１１経営の相手の選択」というｌＩＩｌい

に対してⅢそれぞれ「親族関係」が５３％，55.3％，「友

人」が19％，２１％，「地絲関係」が8.5％，15.1％，「党

行政関係（の組織)」が11.5％，5.8％，「経済組織」が

8％，３％となっていた（i地米’'989889-941)。４９イｒＬ

の解放以降の社会主義政策は，それ以前の宗族（父系の

親族組織）結合の力を弱めるように作用してきたのであ

るが，今ｌ１この求族・姻族関係が１１}び社会化i1Iiの''１でﾉ|ミ

かさｵLている。これにより村の千部を中心にするものと

は異なる二頭倫理的な血縁を契機とした結合が村民に彫

響力を持つようになり，村内で独自の秩序形成を行った

り，パワーグループとなることも可能となろう（陳･李

119911)。

更に注I-1すべきこととして，上述の相互依存のネット

ワークの中核となる部分に，前節で説明した「個人経営

労働苫｣，「個人経営商工業者｣，「私`洲企業主」で成功し

た昔述がおり，地域の新たなるリーダーとなっているの

ではないかと言うことを指摘できよう。なぜならば，彼

らは線済的資源を多く所有し，村の外の世界との連絡チ

ャネルも多く保持し，「村千部」を越えて郷や県の千部と

のフォーマル・インフォーマルな側係を強めているとiこ「

われるからである。現在の経済体制が，半ば市場メカニ

ズムで半ば計画経画的行政管理であるために，彼らは獲

得した経済的地位を固めたり更に発展させるため政治的

権力との結び付きを図る。例えば「私営企業主」の中に

はこの月的のために，ｌｌら各級の人民代表や政治協商委

員等の要職に就いたり，地方の党・行政の管理職クラス

を自己の企業の名誉職に招聰したり，その子女を麻川す

ると討った事を行っている者があるという。この他，彼

らは屈用機会の創出や自己の築いた南の地域への還元と

して公共事業への貢献も行っている（陸［1989]；王

[19911)。このようにしてその経済力をパックにして，彼

らは村内において（又はより広imjUHな地域において）影

紳力を発揮できる111:｣ﾚﾙにあり，地域の権刀構造の新たな

る一角を形成し，これまでの「村千部」のｲjしていた村

淵統合・運営の中心としての地位を机対化させているの

ではないかと考えられる。

第二には，村営の郷鎮企業により村ぐる梁で経済・社

会発展が展開され，その中心に「村千部」があるという

ペターンの存在が挙げられる。そのような所では往々iこ

して，村内の労働ﾉﾉが村全体で今HIi的なものとなるよう

に，郷鎮企業の「艇比工｣，村の陛業部門を一手にi〕|ぎ受

ける専業の「農業労働者」や農業技術サーピス従'催者そ

して建築隊やその他のサービス雄と言ったように11F11り振

られ組織化されているように思われる。これは，郷鎮企

:雛が独立した企業体として単に利潤を追求するのではな

く，村政と一体化したうえでその経営があるためにＩＩＪ能

となるのであろうっつまり郷鎮企業はその地域の余剰労

lIl1ﾉﾉを吸収し，村比全体の所１１)水準をlbj上させ（郷鎮企

業の従業員に高給をク･えるだけではなく，農業等のその

他の部門の労働者の所得補填のため;こも郷鎮企業の利益

は使われる)，更に村の公共事雛充突のための財源を提供

しているのである。つまり「村「部」と郷鎮企雄の管理

背が郷鎮企業の述営を通して村全体の運営を行うのであ

り，彼らが村の権力櫛造の中心にいることになろう。

また，農村における労働者の雁Ｈｊは，滞給関係に基づ

きそして櫛gjlhj主義11りI1il〔MUに則って行われる部分よりも，

村内農家の家計のrllF情やそして何よりも採用する側の血

縁や友人のネットワーク内にあるかどうかという点で決

まることが多い。よって，村|ﾉL1のﾄﾞI司会関係が｢村千部｣を

中心にそれにつながるように形成されているのではない

かと考えられる。去年筆者が'111き取りに入った山東省の

農村では，「村千部」の構成が村内の三大姓を反映する構

成になっており，宗族の利益代表としての「村千部」と

Ｔ｢った側miiを感じさせた。

以｣この二つのパターンで広大で多様な中国農村につい

て説｢ﾘ'できているとは無論言えない。以上の議論につい

ても,まだその中身を具体的に|ﾘ]らかにしなければなら

ない点がある。例えば，農家経営の形態がある紐度同じ

人々が現4だにいかなる共通の利;l綱心を持ち，それが更

に村落という場にいかにフォーマルにインフォーマルIこ

持ち込まれ，解決されているのか（又はされないでいる

のか)，またその地域〃に具体的に何が村落という共通の

場での問題として認識されて村政が行われているのかと

言ったこと}二ついて丹念な調査の積象喰ねが必愛であ

る。また，「村下部」の存在を所与のものとして１滴[てき
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たが，「村千部｣弧と|ﾐのプIユセスについてもまだ解[ﾘ1さIし

ていないことが多い。更に今回は，腱村の経済的側１ｍの

変動が及ぼした「村千部」への影響についての議論に限

定されており，」z級から付与されている政淵|iii力のⅢｌ１ｉｉ

をも含めての「村千A11」とその腱村j1U世という''1]Ｉ幽につ

いては今後の課題となる。

森」「社1A研究論文集ｊ１ｌ１同：Ｉ|]１１１大学社会学系．

liIi本満・深尾葉子（1990）「現代中国の底流｣，京都：
行路社．

菱川雅晴（1989）「現代中国におIナる社会移動」「艀かな

る祉会変m1j』（埼波講座現代中国３)Ⅲ岩波谷店．

石|Ⅱ浩（1991）「中国農村の歴史と経済一農村変革の

記録一｣，大阪：関西大学旧版部．

|Rl家統計局（1991）「中国農村統iil･年鑑｣，中国統計出版
化

小林弘二（1990）「人民公社の解体と農村の再編成（１）．

（Ⅱ)」「アジア経済』３１(9)：2-26；３１（10)18-36，

アジア経済研究所．

隙学芸（1986）「聯廠承包責任制研究｣，中国：上海人

民出版社．

－（1989）「爪新認識磯民''''''''一十年来'１１｢iil農民

的変化」『社会学研究」６：1-14.

劃純彬（1989）「論１１国的二元社会結構」「社会」８：
20-25．

（1989）「二元社会構造的実証分析」「社会」９：

註

ｌ）椛者が'111き取りIlMl炎を行った鵬|:lは，111束省,ｌＭｌｌｆ

郷房干村（199］年９月６１１～１２１１），河北櫛香

河県下の７村（1991年１０ハ２３日～１１月２［{）

であり，これらの地域については，十時厳脚編

rll中都市の比鮫研究』（平成３年度科研澱研究成

ⅡL報告響）掲栽の拙稿を参照されたい。香河ﾘiLは

４節の第一のパターンに近く，房干村は第二のパ

ターンに近い｡

２）包干到戸では蕊（林・牧・ＭＨ・剛）業における谷

１Wi作業工程が各個】Ⅲ農家のiIMけ負いにまで峰ろさ

札収穫物は必嬰洲経費・脱金・公共欄立命・公

益金及び一定の備蓄分などの各種社会的控除分を

引いた残りが全て各戸の取り分として認められ

る。

3）党支部とＩ1.民委L1会の関係をIiLると，支部蒋記以

外の党支部委貝は村民委ｌＪ会の役職と兼任してい

るのが一般のようである。また．これらの「村1：

郷」の選出方法について熟ねると「民主選挙」と

いう答えが返ってくる。

4）このような都市艘村関係を有する現代中国の↑|:会

柵造について「二元社会榊避」という曾轆が仙ｵ，

れている。

5）農村余剰労働力についてはこの他に１．８億，２．２

億等の様々な樵ｉｉ１がなされている。本文で用いた

２．６億は1992イ１%６月７１|のⅡ''１社会学会におけ

る北京大学社会学系教授哀カ氏の講演（｢中国に

おける就業ｌＩｌ１題及び労働制度の改革｣）のなかで

採用されていた数値である。

6）農村から都市への移動を論じる時のｌ１ＩｌＴｌハそして

後述する'j､城鎮（＝'1,都市と鍼）については，社

会学的な記述概念であって，行政上のⅨ分とは臓

憎には対応しない。前者をii〔幡市．省直輔市，U,Ｌ

レヴェルの市．そして後者についてはリドルヴェル

の市及びHLの下の行政単位の蝋や人1二1が集'１'して

いるマーケットタウンを考えればよいであろう。
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